
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

函館市家庭教育支援チーム 

 （呼称：函館中央病院「あそっか」） 

 

②活動拠点 函館中央病院 

③活動範囲 渡島圏域 

④組織体制 

 

   6 人 

医師、看護師、保健師、公認心理師、社会福祉士等 

 

⑤活動開始年度 令和 3 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

函館中央病院こども子育て支援室 

（TEL）0138-52-1231   （E-mail）codomo@hakochu-hp.gr.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

函館中央病院内の子育て支援室「あそっか」は、通院および入院患者に限

定せず、立ち寄りや滞在が可能である。「あそっか」では、家庭教育支援チ

ームに関連し、以下の取り組みを行っている。 

 

●子育てに関する情報提供や学びの機会づくりと相談対応 

「あそっか」内には、子育てに関する情報を掲示しているほか、リーフレット

等を無料提供。利用される保護者らからの、子育て協力者不在や子供の登

校困難、育ち・発達等の不安について話される場でもあり、内容に応じて地

域の専門機関や手続き窓口につなげる。 

 

●学習支援の実施 

入院時等に、必要に応じて子供らに合わせた教材提供と学習支援を行うと

ともに、付き添い保護者からの教育に関する相談に対応する。 

 

●衣類および育児物品のお下がり提供を通した保護者間交流 

「あそっか」に持ち込まれた各家庭で不要になった子供の衣類や育児物品

を、必要とする保護者らに提供。“お下がりを提供する”、“お下がりをもらい

に行く”という来室目的をつくり、衣類・物品を通した間接的交流のみなら

ず、「あそっか」利用時に居合わせた保護者同士の交流の場を提供する。ま

た利用をきっかけに相談が発生した際には「あそっか」スタッフで初期対応を

行う。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

子育て支援室「あそっか」を開設以降、月 100 件を超える来室利用あり。 

「SNS で相談できる場所があるという情報を見て連絡した」と、幼児の母から

育ちに関する相談を受けることがあった。また、利用者の声として、衣類提

供時に「保育園に通い始めると、着替えがたくさん必要になるので助かっ

た」、「ちょっとした時間に遊ばせてもらうのがよい」等あり、上記の活動が地

域での子育て支援として求められていることが分かる。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


